
の コ における分 集合住宅の

The Characteristics of the Planning and Design of Recent Condominium in Bangkok

１ 研究の背景・目的

かつて は 業 の国であったが、近年工業化が

人口は するとともに バンコ にシ した。

これに いバンコ の住宅 も に 大し、 年

後 より戸建分譲住宅、 年 後 より

や が されるようになった。これらは市

地の への 大の中で実現されてきたが、 への公

段は実 的にはバスしかなく、 性的な

に っていた。これに対し、 年から の大

機関が整備され ）、 スの と

ともに住宅 が され 、 市住民の

ス も大きく変化してきた。

本研究は、このような変化の中で に建設が

バンコ 大 市 の住宅、 に分譲集合住宅である

について、 性をその と関 け

明らかにすることを目的とする。

なお、本 に関 する 研究を すると、 年

This study is intended to clarify the characteristics of planning and design of condomini-
um in Bangkok metropolis including the factors to them. The investigation method is an 
analysis of about  e amples, and the things sho ing belo  ere clarified.
1) Residential Building: as many dwelling units are small because of the characteris-
tic of city inhabitants, middle corridor type is major to realize high rentable ratio and 
non-southern aspect.  2) Units: there are 3 kitchen types due to the characteristic of the 
eating habits, and also bathroom with two doors are paid attention.  3) Common Space 
and acilities  s imming pool and fitness studio are basic facilities because of high tem-
perature, and sometimes they are at upper floors.

キーワード：バンコ 、分譲集合住宅、住宅事 、建築 、 用空間・施設

Keywords : Bangkok, Condominium, Housing conditions, Architectural Planning and Design, 
        　　    Common Space and Facilities
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以 の新 住宅地については、 中・ ・ が

住宅 と の関 、およ 公的住宅

の 性が されている。またバンコ の住宅地

成については の研究 、住宅市場の変 については

らの研究 がある。本研究は の 長 上にあ

り、この 中で った について、建築

性をより しく分 するものである。なお、高 は日

本や ジ の超高 集合住宅の研究を 的に行ってお

り 、本 では一部その との も行った。

研究の と

年に された、バンコ の大 市 注

の分譲集合住宅注 を対象とし、全 ・住 ・住戸

およ 用空間・施設の 性に 目する。 方

）は、 に の事例について、 され

た建築 をもとに １）を に分け、

これらの を行った。更にその中の につい

て、不 より 性を 集し分 を行なっ

た。なお、上 の 性を に理解するための 足的

段として、現地での 問 察 を行なった。

の 住宅の

年 からの住宅 の 向は、 の り大 に

戸 が しており、 に の が

しい。これを 年から 年間に された住宅につい

て しく ると、地域 分 ）では、

は 、 や バンコ 市 辺部の）

に、 や は

や な のより周辺部に 地し、 地

性に明 な いが見られた。

年 ）は、 年から 年間で な

りは見られないが、 年は の事例 が大

に している。

総戸 ）は、 や

では 戸以 の事例が も多いが、 では

戸が も多く、それ以上の 戸の大 な事

例も多く見られる。現地の状 を ると、大 なもの

は いの大きな 地にある超高 住宅 本 で

は 階建以上と ）の場合が多い の 上）が、

なものは から し住宅地内部に入り

中 住宅地に する 階建以 の事例が多い。

コ 市 の地 区分 １ １

Deta

コ の 的 住宅 の

  A  

 

 

次の手順で収集・分析を行った 
1)文献 2 に掲載された、Condominium（174 事例）、Town 
house（195 事例）、Detached/Twin house（155 事例）に
ついて、基本的な建築諸元・販売価格等の把握。＜本
稿３章＞ 

 なお、これら計 524 事例に含まれる住戸数は 125,862
戸である。 

2)上記の中の Condominium について、１）で得られた事
例名称をもとに、不動産情報サイトの物件紹介情報か
ら、計画特性を把握。＜本稿４章＞ 
なお、不動産情報サイトとしては、特に次の 2 つで、詳
細な物件特性や平面図などの有益な情報が得られた。 

  http://www.homenayoo.com/ 
  http://thinkofliving.com/ 

※これらサイトで掲載されている事例は、販売時に公開さ
れた情報であり、2016 年 10 月に未完成のものもあった 

 2016 年 7～9 月、11～12 月 

  B  

 次の各条件を備えた超高層分譲住宅 
1)上記で抽出した事例の中から、共用空間・施設で特色

のあるもの 
2)計画地に赴き、更に詳細な情報の得られるもの 

 訪問視察調査 
（Condominium 2 事例、Town house １団地、Detached 

house 1 団地） 

 2016 年 10 月 
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事例の 価 の と 大を ると ）、

の には バー 台 年 現在

バー ）が多 を占めるが、後 の りこれは

程度の 住戸が多く占めることと関 している。

これに対し 大は バー 以上が多く、住戸 面

と しながら住宅価 は二 化の 向が見られる。

一方 は、 は よりは高 の価

に分 している。 大は のような高価

での過度な りはなく、 い価 に分 している。

は、 よりも全 的に ・

大とも高価 に分 する。これを の 地面で大

きな はないことを考 合わ ると、より高 また

は住戸 面 の大きな住宅となっていると できる。

地 区分 住宅 住宅

住宅

住宅

住宅

の

住

住 階 ）は、 階建以 の事例が多いが、この

地は先 の り、 階建以上の住宅と一 を する。

階を超 る事例で も多いのは 階 と

階 である。 は地 国ではないが、高さが

以上の場合は地 が される注 。

住 ）と 階 面の ）

は、 や の の国・地域で用いた分 にならった。

住 ）については、バンコ では

の 住宅中 がほと で、 も や の

部分のない が多い。 ジ の大 市の集合住宅に

は や台北のように、店舗な の 住宅用途が入った

部分をもつ用途 合 の事例が多い 市もあるが、

シン ー のように集合住宅が 住宅用途が 面的に

分 されている事例の多い 市もある。バンコ はシン

ー に近い状 であり、 市の 度や集合住宅の

地 性が近いものと される注 。なお、バンコ は地

が高いため、 場は地上の した 場 や、

住 の 部に 場階を設 している事例が大変多い。

階 面の ）は、中 が 的に

多い。 緯度のため南面性があまり価値を たない注 こ

と、およ 後 の り 面 の住戸が めて多 を

占めており、この で高い ン を実現するに

は中 が するためと考 られる注 。

地 ・住 と住

ー ページ上に住戸 面 が された事例につい

て、その住戸 面 の 大と ）を見ると、

大は 台が多く、その住戸 は

である。また は 台が大 を占めるが、その

多くは と である。 では て住宅

者への リン も行ったが、バンコ の住宅 入

者には の ィスに する の高 得者が多

いことがわかった。これら 台の住宅は、 たち

の 活の け として機能している。

には、 階 面に住戸 住戸の に、

で した）の を

した。 して見られる は、住 の 部の 面

が可能な に、 以上の大きな住戸を設け、それ以

の中間部分に と１ を設けている。 と１

の 合の 方は事例によって なるが、 は１ に

い間口の住戸の実現が可能なため、その いを

しながら されていると理解できる。また
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ン上 にならないよう、バ コニーも め をつ

け ードに を た ている事例が多い。

なお、超高 住宅で、 ー ページ上に住戸 面 が

された事例について、 階 面 に まれる住戸

の 合を事例 とにとり、地域 分 にその 合

の 値を った ）が、 と１ の合 とそ

れ以 の 合に大きな は見られなかった。つまり超

高 住宅については、住戸 の 分には大きな 地

上の は見られなかった。

住

住戸内のキ ンの には ）がある。

関 ）は、住戸 を入ってす のとこ にキ

ンがあり、 関 ー とキ ンの 空間を 合

わ ることにより、コン な住戸面 を実現してい

る。 ・内部）は、 が 関 を けたとき

理をしている が住戸 から 見 となる を解消

した であるが、 が入らない がある。一

方、 理は 理 に大 の いと が る。この

性に対 できるのがバ コニーにキ ンが する

である。しかし、バンコ の住宅地の近くには くてお

いしい ス ンが あり、 の 者にとっ

ては の は 対 ではない。このように 住戸

面 においては の が ード の関 にあ

り、 が の で 者に されている。

住戸 とキ ン の関 ）を見ると、

全 として 現 度が高いのは 、 、 の であり、

住 合の の例 た 分

関 ・ コニ

た 分

地 住 の 合 住宅の

・
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い住戸間口が められる では ・内部）

はほと されない。

また、バンコ ではバス ー に２ 入 を設け

た事例 ）が見られた。この は 国でもまれに

見かけるが、 住宅をコン に設 する と 価で

きる。なお、この をもつ住戸の 合と住戸 と

の関 ）には大きな いは見られ 、あくまで

者の の に られていると考 られる。

住戸 面 における スペースの 合 ）は、

の場合は 程度であるが、 以上は３ ％

程度の である。日本の集合住宅ではこの 合は ％

程度が目 と われており、 の変化がないバンコ

では な スペースの も ない。

用空間・

）が多い施設は ー と ィ スス

ジ で、 に を かす施設である。 ー は に

高 な に し、かつ年中 用可能で利用価値は高い。

また上 施設は、 面を見ながら バ で を

すといった する で されている場合が多い。

その は、入 からは が できない

空間であるが、 市 地の中で 的に 化が ら

れていると考 られる。以上は階 で が見られない

ものであるが、 が見られるものに リー

ス ィ ー バス・ ンジ 上

がある。これらの設 は しも高くなく、超

住 に る の 合
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高 住宅の ス の 付けの として

的に われていると理解できる。

置

現 度の高い つの 用空間・施設の設 階 ）は、

本的には 階が多いが、上 階に設 されている ー

スも なくない。設 階の例 ）としては、 階

では 場のある 部分の 上を利用する場合が多く、

高 階では住 の 上や、 バ した階段状の

上部分が利用されている場合がある。

本の 住宅との 置 の

の のついた 目の 階 に 目し、日本の

）と しバンコ の超高 住宅の を

る。バンコ の方が ー と ィ スス ジ の

設 が高いが、年間の高 な のため利用価値が高

いためであ う。 に、集会 ・多目的 と ーティー

ー の設 が いが、居住者間のコミュニティ活

があまり行われていないためと考 られる。一方、 シ

ー ー ・ス ジ や ンジ も ないが、

の ニューとして 想されていないためであ う。

なお、日本で 現 度の高い ス ー が全く設 さ

れていないが、これは ジ の 市でも であり、

ス ー が日本 の と できる。

と と

と

本 ではバンコ の について、 の を

明らかにすることができた。

・住 ：住宅中 の がほと である。また、 階

面は 者の 性から 住戸 で

あり、 この 性や南面があまり価値を たないことな

から、高い ン を実現に する中 が

的に多い。

・住戸： 活の 性に関わりから なる つのキ ン

が見られるのが である。また、住宅の

のある りの設 も なから 見られる。

・ 用空間・施設：高 な に対 し ー と ィ

スス ジ が 化し、上 階に の場合もある。

このように、近年のバンコ の分譲集合住宅は、コン

化の 向をベースに、 や緯度、 者 性、

活な の を けた 性を見 すことができる。

の

現在、バンコ の つの住宅 の居住者 ン ー

を実施し分 中である。これらも ま 、更に

用空間・ の 置 の例

分の

住 の
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本研究は、 大学 ジ 研究 ン ー・ 成 年度 ジ

研究公 ジ の 成を けて実施した。この場を り

の を す。また本 成 は、 大学 業 の 本

の によるとこ も大きい。 て の を す。

バンコ 市は中 に ー が れ、その に

、 、 、 に

、 、 の 地域ある。また

バンコ 市 周には 地域 と れる）あり、

これとバンコ 市を合わ バンコ 大 市 と れる。

集合住宅には 以 に 住宅が 在するが、 住

宅の ー は 年 とに行われる国 において、住宅ス

の戸 しか することができない。

的には、 地で した地 による長周期の れに る

ことができるよう、建物の 度 、 の 性、地 の

らかさを考 して、地 が される。

バンコ ではこれ以 に、業 施設と集合住宅の 者を う総

合 ベ ーが ない。このような事業 の 性な 、バン

コ の 々な も していると考 られる。

バンコ は と北 の中間の緯度に し、北向きの住戸

であっても の直 が たる 期がある。

そのほか、バンコ の集合住宅地は 辺 が する） 長い

地が多い。これは 地の 整理によりできた 地が多いため

と されるが、現 で 分 っておら 今後の研究課題

である。

ーと ンジは国や事例で 方が なり、内 も きが

し らい。テニスコー と ・ は日本では 年 まで

多く されたが、その後見られなくなった。

、 ス ・スリ 、 茂、高 、 行

： 市化過程のバンコ における住宅 の 性 住宅

と 地に 目して、 市 学研究 大学 市

学部）、 、 、

：

中 、 ：住宅 の変 から たバンコ の

市住宅 、日本建築学会 集、 、 、

、

中 ： における ）の

住宅 と変 、 大学教 学部 、 、 、

茂： ーバ 経 化のもとでのバンコ 大 市 にお

ける住宅市場の変 と 居住 成、 ジ 研究、 、

、 、

高 、 ：近年の台北市・新北市の超高 住宅事例の

の理解を め、今後のあり方を考 たい。

また、 の ジ 市 シン ー ・ ・北

台北）の超高 住宅の 性についての 研究も行っ

ている。それらで得た成 とバンコ を に する

ことにより、バンコ の の をより明らか

にしたい。 に 用空間・施設については、シン ー

との も なから 見られ、今後設 者や ベ

ーへの リン を行う機会を ち、 に

の関 性も明らかにしたい。

性に関する研究 その 、その 、日本建築学会 支部研究

集 、

高 ：日本の超高 集合住宅事例の全 と 用空間・施設

の 性と変化 年以 の建築 に の事例を

して 、住宅 研究 会 集 、 、

高 、 、内 佐 、 、 木 、 、

本 一：シン ー における超高 住宅に関する研究 その

、日本建築学会学 集 ）、 未 、

集合住宅の 用空間・施設の ・ 理に関する研究会 ：

高 ）：大 集合住宅における 用空間・施設の経年変化に

関する研究、 住宅総合研究 団、
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